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熊 ヶ畑 産 廃 場 拡 張 許 可 取 消 しを求 め る意 見 書

福 岡 県 は 、 (有 )エ コ ジ ャパ ン が 操 業 す る標 記 産 業 廃 棄 物 処 分 場 を 、 面 積 に して

約 6倍 (約 6万 ピ )埋 立 て 要 領 に して約 10倍 (約 140万 ピ )に す る同社 の拡 張 計

画 を 、 平 成 26年 7月 14日 、 許 可 決 定 しま した 。

省 み れ ば 同社 は 、平 成 2年 操 業 開 始 以 来 、「廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関す る法 律 」

や 関係 省 令 に違 背 す る事 例 を幾 度 とな く発 生 させ て き た。

よ っ て 、地 域 住 民 は 、同処 分 場 が 所 在 す る熊 ヶ畑 地 域 が 緑 豊 か な森 林 に 囲 まれ た

田園 地 域 で あ り生 み 出す 水 は 、山 田川 に 注 ぎ 同産 業 廃 棄 物 処 分 場 直 近 の水 源 地 は 山

田地 区住 民 の 生 命 を さ さえ る水 源 とな つ て い る こ とか ら、 この 間 、拡 張 許 可 しな い

よ う福 岡 県 に求 め て き た もの で あ る。

と こ ろ が福 岡 県 は 、 地 域 住 民 の願 い を無 視 し許 可 決 定 した。

拡 張 許 可 決 定 後 も、 昨 年 27年 6月 BODの 基 準 値 超 過 に よ る福 岡 県 の厳 重 注 意

は (有 )エ コ ジ ャパ ンが 今 な お 法 や き ま りを逸 脱 した操 業 を行 つ て い る こ と と受 止

め ざ る を得 な い。

福 岡 県 は 、今 回 の 事 態 に対 して 昨 年 27年 12月 、 BODの 基 準 値 超 過 問題 は解 決

され た 通 知 を 出 した が 、 根 本 的 原 因 を 究 明 し抜 本 的 対 策 が 講 じ られ た とは 言 い 難

い 。

加 えて、本 28年 2月 、ガス抜 き管 か ら発 生 してい る 白煙 と思 しき ものが現地 で

確認 され てい るが、そ の原 因が何 か も究 明 され ていない。

このまま、同社 が操 業 を続 け熊 ヶ畑産廃 場拡 張埋 立て を認 め るこ とは、山 田地 区

の環 境 を脅 か し、住 民 生活 の安 全 が保 障 で きない事 態 が うまれ る こ とが憂 慮 され

る。

よって、当市議 会 は 山 田地 区の環1境 を守 り住 民生活 の安全 を守 るた め、福 岡県 が

熊 ヶ畑産廃 場拡 張許 可取 消す よ う再度 ここに求 め る もので あ る。
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